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研究成果の概要（和文）：近年多発している樹木の大量枯死の結果、日本各地の林床には大量の倒木が蓄積しているが
、それが森林の生態系にどういった影響を与えているのかについては明らかになっていない。全国３０カ所において「
マツ枯れ」により枯れたアカマツ倒木の腐朽型の頻度を調べた結果、低緯度の温暖多雨な地域ほど褐色腐朽の頻度が高
いことが分かった。このうち９カ所において倒木上に更新している樹木実生の頻度を調べたところ、倒木の腐朽型が樹
木実生の倒木上への定着しやすさに影響していることが分かった。

研究成果の概要（英文）：Ecological impacts of coarse woody debris generated by recent substantial tree die
backs are poorly known. In this study, relationships between decay types of wood and tree seedlings establ
ished on fallen logs of Japanese red pine damaged by pine wilt disease were investigated at 30 sites along
 latitudinal gradient in Japan. I found that annual temperature and precipitation gradient affected decay 
types of log and then indirectly affect tree seedling establishment on the logs. These results indicates t
hat decomposer fungi is the key agent determining the role of coarse woody debris on forest regeneration a
fter tree dieback phenomenon.
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１．研究開始当初の背景 
近年多発している樹木の大量枯死の結果、
日本各地の林床には大量の倒木が蓄積して
いるが、それが森林の生態系にどういった
影響を与えているのかについては明らかに
なっていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、「マツ枯れ」により枯れたアカ
マツの倒木をモデル材料とし、倒木を腐朽
させる菌類と倒木上に生育している木本植
物の間の相互作用を解明することにより、
マツ枯れ後の森林の更新におけるアカマツ
倒木およびその腐朽型の重要性を明らかに
する。得られた結果をもとに、樹木の大量
枯死の「その後」の森林管理における一指
針を提示することが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
まず、気候や植生の異なる 10 カ所の調査地
において、（１）アカマツ倒木の腐朽型と菌
類・木本実生の関係を調査する。次に、ア
カマツ倒木に発生していた菌類の菌株を用
いて、（２）菌類の材分解活性の評価を行い、
各腐朽型をもたらしている菌類を特定する。
さらに、各腐朽型の枯死材の木粉あるいは
土壌を入れたポットに、（１）の調査で記録
された木本の種子を蒔き、（３）実生の生長
試験を行う。木粉や土壌は滅菌・非滅菌の
ものを用意し、実生の生長に対する菌類の
影響も評価する。データ取得後は、気候や
植生などの環境要因と菌類相・倒木の腐朽
型・倒木上の木本実生の間の関係性を統計
的に解析し、森林の更新における倒木およ
び菌類の重要性について検討する。 
 
４．研究成果 
全国３０カ所においてアカマツ倒木の腐朽
型の発生頻度を調べた結果、低緯度地域ほど
褐色腐朽の頻度が高いことが分かり、これに
は平均気温と降水量が有意な影響を与えて
いた。このうち９カ所において倒木上に更新
している樹木実生の頻度を調べたところ、褐
色腐朽の頻度が高い調査地では外生菌根性
樹種の実生の定着が有意に阻害されている
傾向が明らかになった。アカマツ倒木から分
離した木材腐朽菌の菌糸伸長に対する温度
の影響を調べたところ、白色腐朽菌にくらべ
褐色腐朽菌の適温が高い傾向があった。以上
から、調査地の気温がアカマツ倒木の菌類群
集に影響を与え、それが倒木の腐朽型を決定
することで、倒木上に更新する樹木の組成に
影響している可能性が示唆された。 
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